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Ⅰ 調査の概要 

 

１ 調査の目的  

  平成２９年度山梨県公立高等学校入学者選抜のために実施した学力検査の成績結果の調査・分析

を通して，本県公立高等学校志願者の学力の実態を把握し，本県中学校及び高等学校の教科教育を

充実させるための資料とすることを目的とする。 

  なお，この調査は抽出調査による客観的資料であり，各教科の出題のねらいに照らしたものであ

る。   
 

２ 実施日，調査教科 

  平成２９年３月７日（火） 

国語（５５分）                ９：３０～１０：２５ 

社会（４５分）               １０：４０～１１：２５ 

数学（４５分）               １１：４０～１２：２５ 

英語（４５分，うち「リスニング」約１２分） １３：３０～１４：１５ 

理科（４５分）               １４：３０～１５：１５ 

 

３ 調査対象者 

  全日制公立高等学校入学者選抜検査の全教科（５教科）を受検した者全員４，３７０人（男子 

２，３１０人／  女子２，０６０人）を対象としている。 

  なお，正答率調査表については，上記受検者の中からの抽出者を対象としている。抽出人数は，

４３４人で，全体に占める抽出者の割合はおよそ１０％である。なお，対象者の抽出に当たっては

すべての高等学校での受検者を対象に，その受検高等学校の受検者数に応じて，男女に関係なく，

無作為に抽出した。 

 

Ⅱ 総合得点（全教科の合計点）の調査結果概要 

 

１ 出題のねらい，配慮事項 

 ① 中学校学習指導要領に示されている各教科の目標及び内容に即して，基礎的・基本的な事項を

重視するとともに，それらを活用する力を検査することができるように出題すること。 

 ② 当該教科の各分野，領域及び事項にわたって偏りのないように出題すること。 

 ③ 単に記憶の検査に偏らないように配慮し，思考力，判断力，表現力を検査することができるよ

うに工夫すること。 

 ④ 全県的な視野にたって出題し，地域差による影響が生じないようにすること。 

 ⑤ 特定の教科書等の使用者が有利になることのないようにすること。 

 

２ 総合得点および教科別平均点，最高点，最低点  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

 総合得点 国語 社会 数学 理科 英語 

平均点 283.4 70.9 55.8 52.4 59.3 45.0 

最高点 477 99 100 98 100 100 

最低点 47 5 5 3 8 0 
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３ 総合得点の度数分布  
  総合得点の平均点は２８３．４点で，前年度より３２．９点高かった。得点分布は（図１－１）

に示すとおりである。  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
４ 総合平均点の推移 

  平成２５年度から今年度入試まで５年間の全体平均は（図１－３）のように推移している。  
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Ⅲ 教科別調査結果の概要 

○ 国 語 
 

１ 出題のねらい，配慮事項 

① 「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」,及び「伝統的な言語文化と国語の特

質に関する事項」の内容を網羅し,基礎的な学力を測れる問題構成となるよう配慮した。 

② 「話すこと・聞くこと」に関しては，インタビューの場面を取り上げ，相手に配慮して分かり

やすく話すための構成や語句の選択，自分の考えを整理しながら聞き取る力について出題した。 

③ 古典については，よく知られた故事成語に関する文章を現代語訳と併せて提示し，作品に表れ

たものの見方や考え方に触れ，伝統的な言語文化に親しみを持てる出題となるよう配慮した。 

④ 文学的な文章については，日本の伝統文化に携わる筆者の仕事に対する考え方を綴った随想文

を選定し，人物の心情を追いながら書かれた内容や表現の工夫を読み取る力について出題した。 

⑤ 説明的な文章については，「まちづくりとコミュニティ」に関する評論文を選定し，内容や論

理展開を問うとともに，社会との関わりについて主体的に考える契機となるよう配慮した。 

 

２ 得点別に見た度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平均点の推移 
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４ 大問別の内容と調査結果の分析 

 

一 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（漢字の読み書き・漢文の訓読に関する知識） 

一，二では，基本的な常用漢字の読みと書き取りを出題した。概ね正答率は高いが，書き取り問

題「採光」の正答率が１１．３％と低く，文章での使われ方から漢字を類推する力が求められる。

三は，漢文の訓読の仕方について出題したが，基本事項は概ね定着していることがわかる。 

 

二 話すこと・聞くこと 

敬語に関する知識を問う問題や全体と部分の関係に注意して話を構成し，相手の反応を踏まえて

話すことができる力を問う問題の正答率は高く，良好と言える結果であった。相手の話の構成や展

開に注意しながら用意した質問メモの内容に沿った質問を自分でまとめる問題については，複数の

認知プロセスを必要とするため二の他の問いよりも正答率が低いものの概ね良好な結果であった。 

 

三 文学的文章 出典「藍と人」『語りかける花』 志村ふくみ（ちくま文庫）        

文脈に即した語句の意味について考える問題である一，表現の工夫について考える問題である三

は８５％を超える正答率であった。また，本文の内容を踏まえて，指示語が示す内容を考える問題

である二や書かれ方に注意しながら内容を理解しているかを問うた五も８０%に近い正答率であっ

たのに対して，四の正答率は２３％と低く，筆者の真意を読み取り，本文中の言葉を用いて指定さ

れた字数で再構成して答える力に課題が見られる。 

 

四  古典（古文） 出典『百物語全注釈』（勉誠出版） 

身近な四字熟語に関する比較的平易な文章を題材としたこともあり，古典分野のすべての設問で

前年度よりも正答率が高くなった。古文のきまりに関する問題をはじめとして，文章の展開や主題

を読み取る力を測る問題とも概ね良好な結果であった。 

 

五 説明的文章 出典 『ふるさとを元気にする仕事』 山崎亮（ちくまプリマー新書） 

指示された言葉の内容を，本文をたどりながら理解し，限られた字数の言葉を判断する力を問う

問題である二や文章に表れているものの見方や考え方が表れた例を選別する問題である四の正答率

が五の他の問いよりも低かった。特に四で問うた，知識や体験と関連付けて例として再構成する

力に課題が見られる。一方，これまでの入試で課題となっていた文章の構成や展開について問うた

五の正答率は７割を越えており，十分ではないものの，改善が見られる。六は，「書くこと」領域

の出題である。文章に書かれている内容を契機として，地域とのこれからの関わりについて，身の

回りの生活から適切な材料を見付け，構成を工夫しながら書かせることを意図した。配点１５点の

うち，０～５点の分布の計が７．４％，６～１０点が７１．０％，１１～１５点が２１．６％であ

った。 

 

５ 指導の改善の視点 

ここ数年の傾向として，文章の展開や表現に留意して内容を読み取ること，根拠を持って判断す

ること，文脈を踏まえながら，表現に込められた筆者の意図を読み取ることに課題があったが，

三三，五五の結果からもわかるように改善が見られる。一方で，三四のように全体と部分との関

係を確認しながら，読み取ったことをもとに，条件に基づいて適切に表現する記述式の出題形式の

設問は依然として正答率が低く，継続した課題となっている。文章全体を丁寧に読み，根拠を明確

にしながら考えを深め，自分の言葉として再構成してまとめる力を身に付けていくことが求められ

る。 

漢字の読み書き・漢文の訓読に関する知識について，基本的な事項については身に付いていると

考えられるが，一二で出題した「採光」のように，日頃使用する頻度が低い言葉になると，正答

率が低下する傾向が見られる。人は言葉で思考を深め，感情を豊かにする。読書をはじめとする体

験を通じて多くの言葉に触れ，実際に使える語彙を増やして言語感覚を磨くとともに，様々な言語

活動を通して思考力，判断力，表現力等を育成していくことが望まれる。  
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６ 平成２９年度 正答率調査結果（国語） 
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７ ピックアップ 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

三 四 

正答率 ：２３．０％ 

無答率 ： ３．５％ 

文章に表れているものの見方や考え方を読

み 取 る こ と が で き て い る か を 問 う 問 題 。 な ぜ

「人に伝える手だてはない」のかということにつ

いて，まず本文で述べられている藍染の仕事

に対する筆者の思いや考えを正確に読み取る

必要がある。その上で，解答の手掛かりとなる

複数の表現の中から提示された文の空欄に当

てはまるものを選び，指定された字数で再構成

して答える必要がある。 

 

五 四 

正答率 ：６３．８％ 

無答率 ： １．２％ 

文章に表れているものの見方や考え方を具体的な

事例として捉えることができるかを問う問題。筆者が

文章の中で述べている，「ふるさとの元気を取り戻す

きっかけ」について説明した部分を読み取った上で，

その内容を個別具体の事例として自分の知識や体験

と関連付けて再構成する必要がある。また，ふさわし

くないと判断した選択肢は，本文と照らし合わせた時

にどの点においてふさわしくないのか，根拠を持って

判断する力が求められる。 
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○ 社 会 
 

１ 出題のねらい，配慮事項 

① 中学校における地理的分野，歴史的分野，公民的分野の三つの分野にわたって，基礎的・基本

的な学力が定着しているかを検査した。 

② 写真や図，表やグラフ，あるいは会話文を利用して，多面的・多角的に受検生の思考・判断・

表現する力を確認することができるように出題した。 

③ 中学校学習指導要領の趣旨に則った出題に心がけるとともに，郷土｢山梨｣に関連する題材を

問題に取り入れるように配慮した。 

 

２ 得点別に見た度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平均点の推移 
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４ 大問別の内容と調査結果の分析 

 大問の構成は，例年と変わらない。全体を通じて，基礎的・基本的な内容を率直に問う問題（空

欄補充や一問一答形式）については正答率が高かったが，複数の資料を用いたり，図やグラフを読

み取って判断したり，定められた条件の中で表現したりすることには課題がみられた。 

 

１ 地理的分野 

 １の「世界の地理」に関する内容では，世界各地で発生した地震災害の表を題材にした。「中国，

インドネシア，チリ，イタリアの日本への主な輸出品と輸出総額」をあらわした表から，指定され

た２つの国を問う問題では，日本への各国の特徴的な輸入品目に対する理解が不十分であった。 

 ２の「日本の地理」に関する内容では，農産物・水産物をテーマに置いた。空欄補充で排他的

「経済水域」の正答率は極めて高かったが，同じ空欄補充であっても，例えば「輸送コストが高い」

「すばやく消費地に運ばれる」に着目して「飛行機」を導き出すといった，前後の文脈から用語を

判断する問題の正答率は低かった。 

 

２ 歴史的分野 

 １の「古代から近世までの歴史」に関する内容では，先生と生徒の会話文を用い，その内容を読

み取って理解することを求めたが，鎖国については事実を知っていてもそのねらいを捉えるには至

らず，正答率が低かった。 

 ２の「近代以降の歴史」に関する内容では，日清戦争，第一次世界大戦，太平洋戦争の時期に関

係する風刺画や新聞記事を題材にした。基礎的・基本的な内容を問う問題であったが，「伊藤博文」

を答える問題以外は正答率が低く，近現代史に課題が残る結果となった。 

 

３ 公民的分野 

 １は「効率と公正」，２は「国民投票」，３は「政党政治」，４は「株式会社」，５は「労働問

題」を題材にした。中学校における履修時期が，入試直前であることもあり，地理的分野・歴史的

分野と比較すると，正答率が高いことは例年と同様の傾向であった。しかし，関税と保護貿易・自

由貿易，社会保障負担と大きな政府・小さな政府といった用語の結びつきや，雇用形態別の年収に

関するグラフが意味することの読み取りなどに課題がみられた。 

 

４ 三分野総合 

  今年度は「世界遺産」をテーマにして，１は「古都京都の文化財」，２は「ル・コルビュジエの

建築作品」，３は「大西洋岸森林南東部の保護区群」，４は「富士山」を用いて，地理・歴史・公

民の各分野から基礎的・基本的な内容を出題した。特に郷土山梨の象徴である「富士山」を取り上

げた問題に対する理解度は高かった。南半球の気候のイメージがつかない受検生が多かった。 

 

５ 指導の改善の視点 

全体的な傾向として，基礎的・基本的な内容であっても，理解していることを踏まえて解答する

場面では，表現力に課題を感じる。 

今回，歴史的分野の正答率が他の問題に比べて低かったが，特に，年代の前後関係や順序を把握

して答える問題で，その傾向は顕著であった。普段の学習内容を，相互につなぎ合わせて大局的に

成り立ちや経緯を考える習慣が大切である。 

 また，生まれ育った地域や社会のものごとやできごとを通じて，経緯や現状，課題を見出し，社

会科の見方や考え方を身に付けることも大切な学習要素であると感じる。今回は，地理的分野で山

梨県と友好県省関係にある中国四川省を，歴史的分野では中央線笹子トンネルを，また三分野総合

では世界文化遺産・富士山を取り上げたが，こういった題材を通じて，“学んでいることが地域の

ものごと・できごととも密接に関係している”ということに着目してほしいところである。 
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６ 平成２９年度 正答率調査結果（社会） 
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７ ピックアップ 社会 
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２ １（２）及び（６） 
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○ 数 学 
 

１ 出題のねらい，配慮事項 

  数と式・図形・関数・資料の活用の各領域にわたって，基礎的な概念・原理・法則の理解や，数

学的に表現し処理する能力の把握に重点を置きながら，事象を数理的に考察する能力や数学を活用

する態度が検査できるよう，次の点に配慮して出題した。 

・ 身近な課題に対して，主体的に解決する力が検査できるようにした。 

・ 知識や技能を活用して，問題を解決する力が検査できるようにした。 

・ 複数の領域にわたって，総合的に考える力が検査できるようにした。 

・ 思考過程や根拠などを論理的に説明できる力が検査できるようにした。 

 

２ 得点別に見た度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平均点の推移 
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４ 大問別の内容と調査結果の分析 

１ 「数と式の四則」 

基礎的・基本的な数式の処理をねらいに出題した。正答率は比較的高く，基本的な計算処理は十

分定着していると考えられるが，「除法を含み約分が必要な単項式の計算」においては課題が残る

結果となった。 

 

２ 「基礎的事項」 

基礎的な知識に基づく表現や処理をねらいに，２次方程式，確率，反比例の性質，円周角の定理，

作図に関する問題を出題した。２次方程式，円周角の定理，作図については，十分な定着がみられ

る結果となった。その一方で，確率における変数で与えられた条件の処理や，反比例を表す式を求

める力などに課題が残る。 

 

３ 「関数」 

身近な事象において，図（グラフ）の数値から見出された関数関係の式を用いて理由を説明した

り，問題を解決したりすることをねらいに出題した。式をもとに温度上昇の速さが異なることを説

明する問題に関しては，１次関数の傾きのもつ意味の理解に課題が残る結果となった。また，傾き

の比較に具体的な数値を示さないなどの根拠が曖昧な誤答も多くみられた。 

 

４ 「資料の活用」    

身近な事象であるボランティア活動についてのアンケート調査において，中央値の入る階級の求

め方を適切に説明する，状況が変化したときの平均年齢を求めるなど，身近な課題に対して主体的

に解決することをねらいに出題した。中央値の入る階級を特定する問題については，部分正答を含

めても３１．８％であり，中央値の意味を理解していないことが伺えた。資料の整理については代

表値とその意味をきちんと押さえてもらいたい。また，大きい順（小さい順）に並べることや３８

番目であることを記述しているが，中央値が入る階級を特定する根拠の説明が不十分である誤答も

多くみられた。 

 

５ 「関数・平面図形」 

関数のグラフとそれによりできる座標平面上の図形に関する事柄を，座標や平面図形の基本事項

を用いながら考察し，処理することをねらいに出題した。座標を求める問題については十分な定着

がみられる結果となった。証明問題は正答率が８．３％，部分正答を含めると６６．８％であり，

対応する角が等しいことの根拠がない誤答が多くみられ，正確に理由を添えた証明の方法を学んで

もらいたい。 

 

６ 「空間図形」 

与えられた立方体において，断面にできる三角形の面積や，頂点を結んでできる三角錐の体積に

ついて，基礎的な知識や技能を活用して考察し，処理することをねらいに出題した。全体として正

答率が低く，特に，小問４の△ＱＧＲの面積を求める問題においては，実際には菱形である四角形

を正方形として計算した誤答が多くみられた。前問などで求めた内容を次に生かす考え方を身に付

けてもらいたい。 

 

５ 指導の改善の視点 

基礎的・基本的な知識や技能については，全体的には習得されていると考えられる。一方，事象

を数学的に捉え，筋道を立てて必要な事柄や根拠を記述する能力には課題が残る結果となった。

様々な場面を設定した事象を題材に，数学的な表現を用いて関係を紐解き，筋道を立てて考察し，

思考過程や根拠を明らかにしながら説明する力を高めるような授業の推進が一層望まれる。数学的

な見方や考え方を問う難易度の高い問題については，与えられた条件や前問で求めた内容を整理し，

関係を明らかにすることで，基礎的・基本的な知識や技能を活用して正答を導くことができる。普

段から複数の領域にわたって，総合的に考える力を高めるような授業の推進が一層望まれる。 
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６ 平成２９年度 正答率調査結果（数学） 
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７ ピックアップ 数学 
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○ 理 科 
 

１ 出題のねらい，配慮事項 

① 学習指導要領の趣旨に基づき，「自然の事物・現象に進んでかかわり，目的意識をもって観

察，実験などを行う」に留意した。また，理科への興味・関心，思考力・判断力・表現力等が見

られるようにした。 

② 全学年にわたり，第１分野，第２分野の全領域から偏りのないように出題した。 

③ 観察，実験を重視し，自然の事物・現象を理解するための基礎的・基本的事項について検査で

きるようにした。 

④ 問題解決の力や論理的な思考力が検査できるようにした。 

⑤ 身近な材料を扱い，実社会・実生活との関連を実感できるようにした。 

 

２ 得点別に見た度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平均点の推移 
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４ 大問別の内容と調査結果の分析 

１ 「生物と環境」 

分解者や生産者，炭素を含む物質の流れ，ヨウ素デンプン反応について正しく理解しているか確

認した。また，微生物のはたらきでデンプンが分解されることを論述により表現できるか確認し

た。基本的な内容の定着が図られていることがうかがえた。 

 

２ 「水溶液」 

水溶液の質量パーセント濃度や再結晶する量を求めることができるか確認した。また，再結晶し

ない理由について，再結晶で出てくる結晶の性質について，正しく理解しているか確認した。基本

的な内容の定着が図られていることがうかがえた。 

 

３ 「光の反射・屈折」 

入射角，反射角，屈折角について，また，台形ガラスの中を進む光の道すじや全反射について正

しく理解しているか確認したところ，台形ガラスに斜めに入射した光の屈折について考えることに

課題が見られた。 

 

４ 「天体の動きと地球の自転・公転」「月の運動と見え方」  

月の日周運動，１日ごとの月の位置と形の変化，月の公転，また，地球の公転面における春分の

日の太陽の位置について，正しく理解しているか確認した。さらに，１年を通しての太陽の南中高

度の変化を求め，太陽光の当たる角度と温度変化の関係について，論述により表現できるか確認し

たところ，南中高度の角度や太陽光の当たる角度をもとにして考えることに課題が見られた。 

 

５ 「植物の体のつくりと働き」 

水草の光合成のはたらき，光合成の実験結果の理由，また，光合成に関係する物質について，正

しく理解しているか確認した。基本的な内容の定着が図られていることがうかがえた。 

 

６ 「気象観測」「霧や雲の発生」 

湿度表の読み取りについて，簡易真空容器の中の空気を抜いたときの容器内の変化について正し

く理解しているか確認した。また，雲ができる理由を論述により表現することができるか，雲がで

きるときの温度を求めることができるか確認したところ，雲ができる理由について正しく論述する

ことに課題が見られた。 

 

７ 「化学変化と原子・分子」 

塩酸と炭酸水素ナトリウムの反応について，化学反応式で表現できるか，炭酸水素ナトリウムと

気体の発生量の関係をグラフ化できるかを確認した。また，発生する気体の質量を求めることがで

きるか，質量保存の法則が成り立つことを確認する方法を論述により表現できるか，確認したとこ

ろ，加えた炭酸水素ナトリウムと発生した気体の質量との比例関係を基にして，グラフをかいたり，

計算により発生量を求めたりすることに課題が見られた。 

 

８ 「運動とエネルギー」 

斜面を下る物体にはたらく力について正しく理解しているか，小球をはなす高さと木片の移動距

離を計算によって求めることができるか，確認した。また，位置エネルギーと運動エネルギーの変

化を表したグラフを，正しく理解しているか確認したところ，斜面を下る物体にはたらく力が不変

であることを理解していることに課題が見られた。 

 

５ 指導の改善の視点 

基礎的・基本的な知識や技能については，定着の高い項目も見られたが，思考力を要する計算問

題，論述問題，知識やグラフ等を活用して正答を導く問題の正答率が低かった。幅広い知識の定着

と同時に，知識やデータを活用して思考する力や，その過程や根拠・理由を表現する力の育成が望

まれる。 
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６ 平成２９年度 正答率調査結果（理科） 
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７ ピックアップ 理科 
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○ 英 語 
 

１ 出題のねらい，配慮事項 

① 中学校学習指導要領に示されている外国語の目標及び内容に則して，基礎的・基本的な事項の

理解度を評価できるように配慮し，「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の各領

域にわたって出題し，総合的な英語の学力を検査できるようにした。 

② リスニングテストの比重は従来どおり約３０％とした。リスニングによる検査問題には,「聞

くこと」と他の技能を関連付けた問いを含めた。 

③ 「読むこと」については，英語を理解する能力を様々な方法で検査できるようにした。文脈か

ら判断して解答する問いや,英語を活用して表現する問いを入れ,ある程度の長さがあるまとま

った内容の英文を的確に処理する能力を試せるようにした。また，条件英作文やまとまった英文

を書く問いを入れ，英語で表現できる能力も検査できるようにした。 

 

２ 得点別に見た度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平均点の推移 
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４ 大問別の内容と調査結果の分析 

１ 「聞くこと」「読むこと」「話すこと」に係る問題 

  様々な場面での短い会話を聞いて，それに関する問いに答える問題。文脈を適切に理解した上で，

各場面に関する問いへの適切な答えを導く力を検査した。概ね良好であったが，得られた時刻の情

報から学習時間を計算で導くNo.４の正答率がやや低い結果となった。 

 

２ 「聞くこと」「読むこと」に係る問題 

  英会話に関する英文を聞いて，その内容に関する質問に答える問題。テーマを理解し，文脈を把

握した上で，内容に関する問いを聞き取とって，それに対する適切な答えを導く力を検査した。中

でもQuestion2の正答率がだいぶ低かったが，everyoneの解釈を誤った結果と考えられる。 

 

３ 「聞くこと」「書くこと」に係る問題 

  中国から来た留学生の出身地のお正月料理についての話を聞いて，その内容の要約となるメモを

完成させる問題。「聞くこと」と「書くこと」の２つの能力を検査した。ＡとＢの正答率が低かっ

たが，largestとpeaceの綴りの誤りが影響したものと考えられる。 

 

４ 「読むこと」「書くこと」に係る問題 

  中学生の晴子（Haruko）が，ALT（外国人指導助手）のMr. Smithとの会話を通して，現在の日

米の公立図書館では様々なイベントが開催され，文化や人との出会いの場として地域の中心的役割

を担っていることを実感するという内容。英語を運用する上で必要な基礎的言語材料（単語，文法

等）を活用する力を検査したが，基礎的な語彙を利用して英文を表現する力に課題がみられた。 

 

５ 「読むこと」「書くこと」に係る問題   

  中学３年生の夏実（Natsumi）が，英語の授業で行ったスピーチ原稿を読むという設定。バスケ

ットボール部の部長になる過程で，先生の励ましや友人の決意に触れながら，彼女自身も最善を尽

くすことや新しいことに挑戦することの大切さに気付いていくという内容。質問に対する正しい解

答の選択，内容に関しての要約文の完成，文脈の判断による英文補充など，様々な観点から英語を

読解する能力を検査できるようにしたが，英文全体の流れや文脈を捉える力に課題が残る結果であ

った。また，問６では，本文の内容に関連して，中学校卒業後に自分がやってみたいことを５つ以

上の英文で書くことを求めた。５文以上書いた割合は６６．６％と高く，英文をたくさん書こうと

する意欲が感じられた。 

 

５ 指導の改善の視点 

  「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の４領域について，今後も，知識・理解に

偏ることなく基本的な英語運用能力を養うことを前提に，各領域で弱いと思われる部分を補う指導

が必要になると思われる。特に，「聞くこと」では，聞き取って得られた情報をもとにして正しい

答を導き出す力，「読むこと」では，内容を理解し文脈を踏まえた上で問われている質問にふさわ

しい答えを選ぶ力，「書くこと」では，与えられたテーマに関して，まとまりのある内容に構成す

る力や相手に適切に伝えられる表現力である。また，「読んで」理解した内容を既習の学習事項を

用いて「書いて」伝えるような，統合的な力も養うことが必要である。特に大問４と大問５の結果

を踏まえ，日頃の教科書での学習の際に，内容理解をさらに深めるために，様々な角度から本文を

捉えるようにしたい。具体的には，キーワードや主題文に着目する，時間の経過に着目する，展開

を予測する等，視点を変えて読む指導の工夫が必要である。生徒にとって初見となる教科書の内容

に関連した，または対照的な別な素材を読むことも，理解を深める読み方の一つの工夫となる。読

むことと併せて，読んだり聞いたりした内容に対して，自分の意見や感想を，語順等の適切さに配

慮にしながら，表現する言語活動を豊富に設定したい。 
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６ 平成２９年度 正答率調査結果（英語） 
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７ ピックアップ 英語 
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